
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 ＦＰＣ／ＦＦＣとスライダを挿入する挿入開口と、この挿入開口に臨む複数のコンタク
トとを有するインシュレータ；及び
このインシュレータの挿入開口に挿入され、該挿入開口に挿入されているＦＰＣ／ＦＦＣ
とコンタクトとの接触圧力を得るスライダ；
を備えたＦＰＣ／ＦＦＣ用コネクタにおいて、
　上記インシュレータは、上記挿入開口への挿入方向両側に位置する左右一対の回動支点
突起を有し、
　上記スライダは、このスライダの回動支点突起をそれぞれ回動可能に受け入れる凹部を
有する一対の腕部と；この 腕部と一体にされ、上記回動支点突起を中心とする回動
運動で上記挿入開口へ挿脱される挿入押圧部と；を備え、
　上記スライダは、その挿入押圧部を挿入開口から一定距離離反させた回動状態において
、上記凹部とインシュレータの回動支点突起との係合を解くことができ、
　スライダとインシュレータには、該スライダを回動支点突起を中心に回動させて

互いに接触してその弾性反力を受ける カム面と
ガイド面が 、

　このカム面は、 を中心とする円筒面とこの
円筒面に続く平面とを備え、ガイド面は、スライダ をインシュレータの挿入
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開口に完全に挿入した状態で、この平面と接触する平面を備えていることを特徴とするＦ
ＰＣ／ＦＦＣ用コネクタ。
【請求項２】
 請求項１記載のＦＰＣ／ＦＦＣ用コネクタにおいて、スライダとインシュレータには、
スライダの挿入押圧部を挿入凹部内の正規位置に挿入したとき、互いに係合してロックす
るロック部が備えられているＦＰＣ／ＦＦＣ用コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、フレキシブルプリント回路基板（ＦＰＣ）やフレキシブルフラットケーブル（
ＦＦＣ）をコンタクト群に接続する際に用いるコネクタに関する。
【０００２】
【従来技術およびその問題点】
ＦＰＣやＦＦＣ用のコネクタ（以下ＦＰＣ／ＦＦＣ用コネクタという）は、基本的に、コ
ンタクト群を有するインシュレータとスライダとから構成され、インシュレータには、複
数のコンタクトが臨むスライダの挿入開口が備えられている。挿入開口にＦＰＣ／ＦＦＣ
を挿入した後さらにスライダを挿入すると、ＦＰＣ／ＦＦＣとコンタクトとの接触圧力が
得られる。このコネクタには、インシュレータの挿入開口内に、スライダを直線的に挿入
するタイプと、スライダの回動運動により挿入するタイプとが知られている。
【０００３】
ところが、従来の回動タイプは、回動操作をスムーズに行なうことができず、あるいはス
ライダの挿入押圧部がコンタクトの弾性反力を受けると、スライダが円滑に挿入開口内に
挿入されず、あるいは外れてしまうおそれがあった。
【０００４】
【発明の目的】
本発明は、従来装置についての以上の問題意識に基づき、回動タイプのスライダを有する
ＦＰＣ／ＦＦＣ用コネクタ装置において、回動操作を円滑に行なうことができ、またスラ
イダがコンタクトの弾性反力を受けても、円滑にインシュレータの挿入開口内に挿入する
ことができるコネクタを得ることを目的とする。
【０００５】
【発明の概要】
　本発明は、ＦＰＣ／ＦＦＣとスライダを挿入する挿入開口と、この挿入開口に臨む複数
のコンタクトとを有するインシュレータ；及びこのインシュレータの挿入開口に挿入され
、該挿入開口に挿入されているＦＰＣ／ＦＦＣとコンタクトとの接触圧力を得るスライダ
；を備えたＦＰＣ／ＦＦＣ用コネクタにおいて、インシュレータは、挿入開口への挿入方
向両側に位置する左右一対の回動支点突起を有し、スライダは、このスライダの回動支点
突起をそれぞれ回動可能に受け入れる凹部を有する一対の腕部と；この 腕部と一体
にされ、上記回動支点突起を中心とする回動運動で上記挿入開口へ挿脱される挿入押圧部
と；を備え、スライダは、その挿入押圧部を挿入開口から一定距離離反させた回動状態に
おいて、上記凹部とインシュレータの回動支点突起との係合を解くことができ、スライダ
とインシュレータには、

互いに接触してその弾性反力を受ける
カム面と ガイド面が 、このカム面

は、 を中心とする円筒面とこの円筒面に続く
平面とを備え、ガイド面は、スライダ をインシュレータの挿入開口に完全に
挿入した状態で、この平面と接触する平面を備えていることを特徴としている。
【０００６】
　 イダとインシュレータには、スライダの挿入押圧部を挿入凹部内の正規位置に挿入
したとき、互いに係合してロックするロック部を設けることが望ましい。
【０００９】
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【発明の実施形態】
以下図示実施形態に基づいて本発明を説明する。基板Ｂ上に固定される合成樹脂製のイン
シュレータ１０は、上面壁１７と下面壁１８を備えている。その基板Ｂ側の下面壁１８上
には、多数の平行に整列したコンタクト挿入溝１１が形成され、このコンタクト挿入溝１
１の上部に、ＦＰＣ／ＦＦＣとスライダを挿入する挿入開口１２が形成されている。各コ
ンタクト挿入溝１１には、コンタクト２０が挿入されている。コンタクト２０は、図３に
示すように、基板Ｂ上の端子に半田付けされる半田付け部２１と、コンタクト挿入溝１１
内に延びてさらに挿入開口１２内に突出する接触弾性脚２２と、インシュレータ１０の上
部の固定溝１９に挿入固定される固定部２３とを有している。接触弾性脚２２の先端には
、挿入開口１２側に向けて接触凸部２２ａが形成されている。
【００１０】
インシュレータ１０の上面壁１７には、コンタクト２０の整列方向の両端部、つまり挿入
開口１２への挿入方向の両側に位置させて、図６に示すように、半円柱状の左右一対の回
動支点突起１３が形成されている。
【００１１】
このインシュレータ１０の挿入開口１２に挿入されるスライダ３０は、長手方向の両端部
に一対の腕部３１と、この一対の腕部３１と一体で挿入開口１２内に挿脱される挿入押圧
部（接触圧力付与部）３３とを備えている。一対の腕部３１には、インシュレータ１０の
回動支点突起１３に対応する半円筒面からなる回動支点凹部３２が形成されている。
【００１２】
このスライダ３０は、この回動支点凹部３２を回動支点突起１３に接触させた状態で、こ
れら回動支点突起１３と回動支点凹部３２の円筒面の中心Ｏを中心に回動操作可能である
。挿入押圧部３３は、挿入開口１２への挿入状態では、前もって挿入開口１２内に挿入さ
れるＦＰＣ／ＦＦＣ４０をコンタクト２０側に押圧し、接触弾性脚２２を撓ませながら、
ＦＰＣ／ＦＦＣ４０の各端子を接触弾性脚２２の接触凸部２２ａに接触させる作用をする
。
【００１３】
　インシュレータ１０とスライダ３０の左右の両端部にはそれぞれ、ロック突起 、３
４が形成されている。このロック突起 と３４は、スライダ３０を回動させてその挿入
押圧部３３を挿入開口１２内に挿入していくとき、挿入押圧部３３が正規位置に挿入され
る最終段階でロック突起３４がロック突起 を乗り越え、乗り越えた状態でロックする
ものである。
【００１４】
スライダ３０にはさらに、その一端部に、カム面３５を有する凸部３６が設けられ、イン
シュレータ１０には、このカム面３５と係合するガイド面１５を有するガイド柱１６が一
体に設けられている。このカム面３５は、左右の回動中心Ｏを結ぶ軸を中心とする円筒面
３５ａと、この円筒面３５ａに連続する平面３５ｂとを有し、一方、ガイド面１５は、ス
ライダ３０を挿入方向に回動させていくときこのカム面３５の円筒面３５ａに接触し、ス
ライダ３０を完全挿入位置まで回動させたとき、平面３５ｂと接触する平面からなってい
る。このガイド面１５の上端部には、導入面取り１５ｃが施されている。このカム面３５
とガイド面１５とは、スライダ３０を回動させて挿入押圧部３３を挿入開口１２内に挿入
し、該挿入押圧部３３の先端部がコンタクト２０の接触弾性脚２２（接触凸部２２ａ）の
弾性反力を受け始めたとき以降、互いに接触してその弾性反力を受けるようにその位置が
定められている。
【００１５】
そして、スライダ３０は、その挿入押圧部３３を挿入開口１２から離反させる方向に回動
させ、そのカム面３５とガイド面１５との係合を解いた状態において、その回動支点凹部
３２とインシュレータ１０の回動支点突起１３との係合を解いて、外すことができる。
【００１６】
上記構成の本装置は従って、スライダ３０の回動支点凹部３２とインシュレータ１０の回
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動支点突起１３とを係合させた状態において、インシュレータ１０の挿入開口１２内にま
ずＦＰＣ／ＦＦＣ４０を挿入する。その状態においてスライダ３０を回動中心Ｏを中心に
回動させて挿入押圧部３３を挿入開口１２内に挿入していくと、やがて挿入押圧部３３の
先端がＦＰＣ／ＦＦＣ４０の表面に接触し、コンタクト２０の接触弾性脚２２を撓ませ始
める。カム面３５とガイド面１５は、遅くともこのときには互いに接触を開始し、スライ
ダ３０が受ける接触弾性脚２２の弾性反力を受ける作用をする。すなわち、作業者は単に
スライダ３０の上面に回動力を加えるだけで、スライダ３０の回動支点凹部３２とインシ
ュレータ１０の回動支点突起１３との接触は維持され、スライダ３０が外れることはない
。つまり、カム面３５とガイド面１５の接触により、スライダ３０が接触弾性脚２２の弾
性反力を受けても、スライダ３０が回動支点１５を中心に離脱方向に回動してインシュレ
ータ１０から離脱するおそれがない。
【００１７】
　そして、さらにスライダ３０を挿入方向に回動させていくと、カム面３５の平面３５ｂ
がガイド面１５に接触する。この状態では、図２のように、スライダ３０のロック突起３
４とインシュレータ１０のロック突起 とが係合してロックされ、さらに、平面３５ｂ
とガイド面１５の平面どうしの接触により、スライダ３０の回動がさらに防止される。
【００１８】
図７は、本発明の別の実施形態を示すもので、一層の低背化を図ったコネクタに本発明を
適用したものである。図１ないし図６の実施形態との相違点は、インシュレータ１０Ｌの
下面壁１８の一部を切除し、その切除部分に、コンタクト挿入溝１１を形成することによ
り、インシュレータ１０Ｌの低背化、すなわちＦＰＣ／ＦＦＣ用コネクタ装置の低背化を
図った点にある。
【００１９】
【発明の効果】
　以上のように本発明によれば、回動タイプのスライダを有するＦＰＣ／ＦＦＣ用コネク
タ装置において、インシュレータ側に一対の回動支点突起を設け、スライダ側に一対の腕
部と挿入押圧部とを設けて、その一対の腕部に回動支点突起を回動自在に受け入れる凹部
を形成したので、回動操作を円滑に行なうことができる。また、スライダは、その挿入押
圧部を挿入開口から一定距離離反させた回動状態において、その凹部とインシュレータの
回動支点突起との係合を解くことができるので、組立が容易である。さらにスライダとイ
ンシュレータには、スライダを回動支点突起を中心に回動させて

互いに接触して
その弾性反力を受ける カム面と ガイ
ド面が設けられており、このカム面は、 を中心と
する円筒面とこの円筒面に続く平面とを備え、ガイド面は、スライダ をイン
シュレータの挿入開口に完全に挿入した状態で、この平面と接触する平面を備えているた
め、スライダの外れをより確実に防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のＦＰＣ／ＦＦＣ用コネクタの実施形態を示す、スライダの挿入を開始し
た状態の斜視図である。
【図２】同挿入を完了した状態の斜視図である。
【図３】同挿入を開始しスライダの挿入押圧部がコンタクトの弾性反力を受け始めた状態
の縦断面図である。
【図４】図１、図３の状態におけるカム面とガイド面の関係を示す側面図である。
【図５】同図２の状態におけるカム面とガイド面の関係を示す側面図である。
【図６】インシュレータとスライダの開放型の回動軸部を示す分解斜視図である。
【図７】本発明のＦＰＣ／ＦＦＣ用コネクタの別の実施形態を示す、図３に対応する断面
図である。
【符号の説明】
１０　インシュレータ
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１１　コンタクト挿入溝
１２　挿入開口
１３　回動支点突起
１４　ロック突起
１５　ガイド面（非円筒面）
１６　ガイド柱
２０　コンタクト
２１　半田付け部
２２　接触弾性脚
２３　固定部
３０　スライダ
３１　腕部
３２　回動支点凹部
３３　挿入押圧部
３４　ロック突起
３５　カム面
３５ａ　円筒面
３５ｂ　平面（非円筒面）
４０　ＦＰＣ／ＦＦＣ
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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